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(百万円未満切捨て)

１．2026年3月期第1四半期の連結業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 27,189 14.7 8,830 71.8 6,304 69.9
2025年3月期第1四半期 23,707 20.3 5,138 6.5 3,711 17.3

(注) 包括利益 2026年3月期第1四半期 10,396百万円(－％) 2025年3月期第1四半期 △3,466百万円(－％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 98.42 98.35
2025年3月期第1四半期 56.69 56.65

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 6,001,467 242,408 4.0
2025年3月期 5,926,341 236,178 4.0

(参考) 自己資本 2026年3月期第1四半期 241,351百万円 2025年3月期 235,123百万円

(注) 「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 45.00 － 65.00 110.00
2026年3月期 －
2026年3月期(予想) 58.00 － 58.00 116.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年3月期の連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 53,100 15.9 13,300 27.5 7,800 2.7 121.75
通期 106,600 8.0 29,200 25.3 18,500 5.0 288.77

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年3月期１Ｑ 67,300,000株 2025年3月期 67,300,000株

② 期末自己株式数 2026年3月期１Ｑ 3,236,109株 2025年3月期 3,235,696株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期１Ｑ 64,064,093株 2025年3月期１Ｑ 65,470,199株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、預金等利息が増加したもの

の、貸出金利息が増加したことなどにより、資金利益は増加しました。また、株式等関係損益や国

債等関係損益は増加したものの、与信コスト総額は増加しました。

以上などにより、経常収益は前年同期比34億82百万円増加の271億89百万円、経常費用は前年同

期比2億10百万円減少の183億58百万円、経常利益は前年同期比36億92百万円増加の88億30百万円と

なり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比25億93百万円増加の63億4百万円となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が6兆14億円、純資

産が2,424億円となりました。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出等が増加したことなどから、前連結会計年度末比484

億円増加の4兆1,945億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、前連結会計年度末比1,310億円増加の4兆8,686億円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間における実績が業績予想に

対して順調に推移しているものの、第２四半期において当行本店の建替に伴う旧本店の取壊費用引

当などで特別損失20億円の計上を見積りしていることや、米国関税の影響など今後の経済・金融情

勢等を取り巻く環境が不透明であるため、2025年５月12日に公表しました業績予想から変更してお

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

現金預け金 807,017 894,039

買入金銭債権 0 0

金銭の信託 8,497 8,623

有価証券 832,041 777,090

貸出金 4,146,094 4,194,504

外国為替 4,367 3,585

その他資産 61,926 60,245

有形固定資産 36,016 36,160

無形固定資産 4,155 4,015

退職給付に係る資産 29,501 29,596

繰延税金資産 8,302 6,153

支払承諾見返 8,643 8,305

貸倒引当金 △20,222 △20,852

資産の部合計 5,926,341 6,001,467

負債の部

預金 4,666,508 4,764,750

譲渡性預金 71,099 103,944

売現先勘定 4,278 4,300

債券貸借取引受入担保金 119,763 112,947

借用金 762,999 701,887

外国為替 931 491

その他負債 55,135 61,681

退職給付に係る負債 23 23

睡眠預金払戻損失引当金 112 89

偶発損失引当金 407 377

繰延税金負債 260 259

支払承諾 8,643 8,305

負債の部合計 5,690,163 5,759,058

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 2,499 2,499

利益剰余金 175,994 178,134

自己株式 △5,327 △5,328

株主資本合計 253,262 255,402

その他有価証券評価差額金 △23,038 △18,657

繰延ヘッジ損益 10 △37

退職給付に係る調整累計額 4,888 4,644

その他の包括利益累計額合計 △18,139 △14,050

新株予約権 69 69

非支配株主持分 985 987

純資産の部合計 236,178 242,408

負債及び純資産の部合計 5,926,341 6,001,467
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

経常収益 23,707 27,189

資金運用収益 13,850 16,980

(うち貸出金利息) 9,759 12,627

(うち有価証券利息配当金) 3,555 3,288

役務取引等収益 4,655 4,705

その他業務収益 2,912 2,647

その他経常収益 2,288 2,856

経常費用 18,568 18,358

資金調達費用 1,650 3,271

(うち預金利息) 179 1,972

役務取引等費用 1,403 1,474

その他業務費用 5,948 3,151

営業経費 8,776 9,122

その他経常費用 789 1,340

経常利益 5,138 8,830

特別利益 ― 4

固定資産処分益 ― 4

特別損失 55 59

固定資産処分損 8 2

減損損失 46 57

税金等調整前四半期純利益 5,083 8,775

法人税、住民税及び事業税 635 2,212

法人税等調整額 735 255

法人税等合計 1,371 2,467

四半期純利益 3,712 6,307

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,711 6,304
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益 3,712 6,307

その他の包括利益 △7,178 4,088

その他有価証券評価差額金 △6,941 4,381

繰延ヘッジ損益 △36 △48

退職給付に係る調整額 △201 △244

四半期包括利益 △3,466 10,396

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,464 10,393

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 2
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

21,186 2,521 23,707 － 23,707

セグメント間の内部
経常収益

98 610 709 △709 －

計 21,285 3,131 24,416 △709 23,707

セグメント利益 4,799 352 5,152 △13 5,138

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、投資業務、クレジットカード業務、プロ
グラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額△13百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、一部の固定資産について、割引前将来キャッシュ・フロ

ーの総額が帳簿価額に満たないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、46百万円であり

ます。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

１ 報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他 合 計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額銀行業

経常収益

外部顧客に対する
経常収益

24,442 2,747 27,189 － 27,189

セグメント間の内部
経常収益

88 479 567 △567 －

計 24,530 3,226 27,757 △567 27,189

セグメント利益 8,471 361 8,833 △2 8,830

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、事務代行業

務、職業紹介業務、信用保証業務、リース業務、投資業務、クレジットカード業務、プロ
グラム作成・販売、計算受託業務を含んでおります。

３ セグメント利益の調整額△2百万円は、セグメント間取引消去であります。
４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「銀行業」セグメントにおいて、一部の固定資産について、割引前将来キャッシュ・フロ

ーの総額が帳簿価額に満たないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少

額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては、57百万円であり

ます。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 761百万円 779百万円
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２０２６年３月期　第１四半期決算について ２０２５年８月４日

＜業績概要（単体）＞

＜顧客向けサービス業務利益＞ ＜顧客向けサービス業務利益　増加要因＞

株式会社　紀陽銀行

（注） 業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因
により大きく異なる可能性があります。

○当第１四半期の経営成績につきましては、預金等利息や与信コスト総額などが増加したものの、貸出金
利息が増加したことなどにより、経常利益は前年同期比３６億円増加の８４億円、四半期純利益は前年
同期比２４億円増加の５９億円となりました。また、「銀行の本業で稼ぐ力」を示す重要な指標と位置
付けている顧客向けサービス業務利益は、貸出金が増加したことや、預貸金利回差が拡大したことなど
から、前年同期比１０億円増加の４８億円となり堅調に推移しました。

○第２四半期業績予想値に対する進捗は、顧客向けサービス業務利益が示しておりますように、本業収益
が業績を牽引し、順調に推移しております。なお、第２四半期において、当行本店の建替に伴う旧本店
の取壊費用引当などで特別損失２０億円の計上を見積りしていることや、米国関税の影響など今後の経
済・金融情勢等を取り巻く環境が不透明であるため、業績予想については据え置きとしております。
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※顧客向けサービス業務利益

＝貸出金平残×預貸金利回差＋役務取引等利益－営業経費

（億円）

（単位：百万円）
2026年3月期

第2四半期累計期間

前年同期比 予想

1 経常収益　 24,530 3,245        21,285 47,200 51.9%

2 15,325 3,832        11,493 

3 13,736 1,525        12,211 

4 うち貸出金利息 12,655 2,887        9,768 

5 うち有価証券利息配当金 3,289 △  269 3,558 

6 うち投資信託解約損益 227 △  512 739 

7 うち預金等利息（△） 2,032 1,849        183 

8 2,430 △  38 2,468 

9 うち役務取引等収益 4,126 30           4,096 

10 うち役務取引等費用（△） 1,695 67           1,628 

11 △ 841 2,345        △ 3,186 

12 うち国債等債券損益 △ 902 2,691        △ 3,593 

13 8,826 292          8,534 

14 6,499 3,540        2,959 12,600 51.5%

15 うちコア業務純益 7,401 849          6,552 13,400 55.2%

16 7,173 1,361        5,812 13,400 53.5%

17 169 55           114 

18 業務純益 6,329 3,485        2,844 

19 2,140 186          1,954 

20 827 630          197 

21 うち償却債権取立益 229 170          59 

22 1,749 532          1,217 

23 経常利益 8,470 3,672        4,798 12,900 65.6%

24 △ 55 △  5 △ 50 △ 2,000

25 2,436 1,212        1,224 

26 四半期（中間）純利益 5,978 2,455        3,523 7,600 78.6%

27 与信コスト総額（△） 736 489          247 1,700 43.2%

28 4,870        1,073        3,797        9,800 49.6%

うち不良債権処理額（△）

うち株式等関係損益

特別損益

一般貸倒引当金繰入額（△）

経費（△）

実質業務純益
（一般貸倒引当金繰入前）

うちコア業務純益
（除く投資信託解約損益）

臨時損益

進捗率

業務粗利益　

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

2026年3月期
第1四半期

2025年3月期
第1四半期

法人税等（△）

顧客向けサービス業務利益

第２四半期に本店建替に伴う
旧館の取壊費用引当などを含
め見積り20億円

1



株式会社　紀陽銀行

＜貸出金残高＞ ＜貸出金利息・貸出金利回 ＞

＜役務取引等収益＞ ＜経費＞

＜コア業務純益・経常利益・四半期純利益＞ ＜単体・連結最終利益＞

＜通期業績予想に対する進捗率＞ ＜自己資本比率＞
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